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自
他
へ
の
配
慮

語
　
句

 

こ
の
文
章
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
次
の
言
葉
を
使
っ
て
、

短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

目
障
り
（
三
三
五
・
下
14
）

異
議
（
三
三
五
・
上
2
）

内
輪
（
三
三
二
・
上
10
）

大
仰
（
三
二
六
・
上
5
）

内
容
理
解

こ
の
文
章
で
作
者
は
、
通
訳
を
務
め
る
「
私
」
と
の
交
流
を
通
し
、「
巨
人
」
と
呼
ば
れ
る
男
の
生
き
方
を
描
こ

う
と
し
て
い
る
。
本
文
を
読
み
直
し
な
が
ら
、
空
欄
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
補
っ
て
み
よ
う
。

◇ 

通
訳

・
空
港
で
巨
人
を
待
つ
人
々
は
、
準
備
に
余
念
が
な
い
。
花
束
の
リ
ボ
ン
が
何
度
も
締
め
直
さ
れ
る
。
私
は
、

通
訳
と
し
て
最
前
列
、
こ
こ
で
巨
人
の
言
葉
を
通
訳
で
き
る
の
は
、
私
一
人
し
か
い
な
い
。

・
バ
ル
カ
ン
半
島
の
小
国
の
村
々
だ
け
で
使
わ
れ
て
い
る
地
域
語
が
、
巨
人
の
言
葉
で
あ
る
。
作
品
は

1

で
書
か
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
こ
れ
以
外
の
言
葉
は
口
に
し
な
い
。

◇ 

小
さ
な
旅
行
鞄
一
個
で
来
日　
　

姿
を
見
せ
た
巨
人
。
小
柄
な
体
、
痩
せ
て
い
て
、
発
達
し
た
お
で
こ
の

せ
い
で
眼
球
は
落
ち
窪
み
、
目
の
2

を
読
み
取
る
の
が
難
し
い
。
ラ
フ
な
装
い
を
き
ち
ん
と

着
こ
な
し
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
一
本
の
鳥
の
羽
を
挿
し
て
い
る
。

◇ 

小
さ
な
声
の
巨
人　
　

巨
人
の
口
元
が
動
き
、
息
の
よ
う
な
も
の
が
漏
れ
出
す
。
編
集
長
に
背
中
を
つ
か
れ
、

「
こ
の
た
び
は
お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
咄と
っ

嗟さ

に
口
か
ら
出
ま
か
せ
、
い
き
な

り
通
訳
の
3

を
犯
し
て
台せ

り
ふ詞

を
捏ね

つ

造ぞ
う

す
る
。
花
束
が
渡
さ
れ
、
拍
手
が
起
き
た
。

◇ 

ホ
テ
ル
の
部
屋
、
公
の
席
。

・「
こ
の
花
を
飾
り
た
い
」
一
続
き
の
輪
郭
を
持
っ
た
言
葉
た
ち
が
、
軽
や
か
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
く
る
。
青
紫

色
の
リ
ン
ド
ウ
が
飾
ら
れ
、
階
下
に
退
く
私
に
、
巨
人
は
リ
ン
ド
ウ
の
一
本
を
差
し
出
し
た
。

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
サ
イ
ン
会
な
ど
、
4

の
席
で
は
巨
人
の
声
は
と
て
も
小
さ
い
。
彼
の
本
当
の
優
し
い

声
を
知
る
私
は
、
大
事
な
使
命
を
帯
び
た
5

に
な
っ
た
気
持
ち
に
な
る
。
質
問
を
訳
し
た
後
の
巨

人
の
長
い
沈
黙
。
沈
黙
を
霧
散
さ
せ
る
巨
人
の
短
い
言
葉
、
言
葉
以
上
に
多
く
の
も
の
が
伝
わ
る
。
貧
相
な

サ
イ
ン
、
巨
人
と
の
握
手
、
人
々
は
6

を
仕
舞
う
よ
う
に
本
を
閉
じ
る
。

巨
人
の
接
待�

小お

川が
わ

洋よ
う

子こ
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100

発
　
展

 

次
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
図
書
館
の

書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
て
み
よ

う
。

・
希
少
言
語
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

・
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
鳥
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

・
通
訳
の
仕
事
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

主
　
題

こ
の
作
品
で
作
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
描
こ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
か
、
次
の
こ
と
に
着
目
し
て
、
百
字
程
度

で
ま
と
め
て
み
よ
う
。
　〈
着
目
点
：
巨
人
が
パ
ン
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
る
理
由
〉

◇ 
巨
人
の
お
話
し　
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
の
東
南
端
の
小
村
に
生
ま
れ
、
父
は
勤
勉
、
働
き
者
の
母

に
本
を
与
え
ら
れ
読
み
耽
る
。
気
に
入
っ
た
の
は
地
域
語
の
7

。
弟
、
妹
た
ち
に
お
と
ぎ
話

を
聞
か
せ
る
。
天
に
召
さ
れ
た
双
子
の
弟
に
向
か
っ
て
い
つ
も
話
し
か
け
た
。
十
五
歳
の
時
、
戦
争
、

強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
窓
辺
の
小
鳥
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
慰
め
、
次
の
バ
ラ
ッ
ク
、
次
の
収
容
所
、

8

が
彼
に
と
っ
て
苦
難
の
象
徴
だ
っ
た
。

◇ 

会
食　
　

食
べ
物
が
あ
る
と
、
巨
人
は
無
口
に
な
り
、
料
理
を
観
察
し
味
わ
う
の
に
神
経
を
集
中
さ
せ
る
。

質
問
に
は
、
巨
人
は
し
ゃ
べ
る
振
り
を
し
、
私
が
答
え
を
捏
造
し
て
答
え
た
。
食
事
の
最
後
に
、
私
は
、

巨
人
が
9

の
三
分
の
一
を
残
し
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
隠
す
の
を
発
見
し
た
。

◇ 

パ
ン　
　

朝
十
時
、
出
か
け
に
、
胸
に
飾
る
羽
を
探
す
巨
人
。「
お
夜
食
が
必
要
な
時
は
…
…
」
に
、
巨
人

は
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
パ
ン
を
取
り
出
し
、「
僕
に
は
こ
れ
が
あ
る
か
ら
。」
と
答
え
る
。

◇ 

自
由
時
間　
　

滞
在
最
終
日
の
自
由
時
間
に
、
巨
人
は
、
野
鳥
の
森
公
園
を
選
ぶ
。
鳥
を
怯お

び

え
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
通
訳
と
二
人
き
り
で
。
人
気
の
な
い
駐
車
場
、
ペ
ン
キ
の
剥
げ
落
ち
た
看
板
。
森
の
中
央
、

座
席
が
鳥
の
デ
ザ
イ
ン
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
を
見
つ
け
る
。
巨
人
を
乗
せ
、
動
き
始
め
る
。
鳥
の
支

柱
に
下
が
る
プ
レ
ー
ト
に
は
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
ク
イ
ナ
（
１
７
０
０
年
）、
タ
ヒ
チ
シ
ギ
（
１
７
７
３
年
）

…
…
10

し
た
鳥
た
ち
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。

◇ 

別
れ　
　

空
港
で
の
別
れ
の
言
葉
、
巨
人
は
全
員
と
握
手
、
私
に
だ
け
手
の
甲
に
キ
ス
を
し
て
く
れ
た
。
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